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項目名

■ □ □

実績

評価者

経営課長　田島　幸雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

窓口サービス課長　細田　和彦

項目名

■ □ □

実績

評価者

総務課長　山下　哲

項目名

■ □ □

実績

評価者

給水管理課長　村田　孝之

R2その他職員
従事割合

R2その他職員
従事割合

R2決算額（見込み）

会年職員 0.00 人

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

１２．つくる責
任　つかう責

任

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

６．安全な水
とトイレを世

界中に

１３．気候変
動に具体的
な対策を

どのように貢献したか

人流の削減とペーパーレス
に貢献した

９．産業と技
術革新の基
盤を作ろう

どのように貢献したか

安全な水道水の供給と、非
常時を見据えた自己水源
の確保

１１．住み続
けられるまち

づくりを

４．質の高い
教育をみん

なに

１０．人や国
の不平等を

なくそう

どのように貢献したか

－

優先

R1正規職員
人件費

収納に伴う費用が安価である口座振替への加入を促進し、中
長期的に費用の削減を図ることを目的とする。
①口座振替登録者を対象とした景品抽選の実施(申込用紙・
返信用封筒送付)
②各取扱金融機関に啓発ポスター・卓上のぼりの設置を依頼
③検針時の普及活動

R2実績

R2目標値が未達成の理由・分析

72.54%

R1実績

自治事務

指標名

期間 0.10 人 R3目標

74.00%

R2目標

口座振替促進事業

根拠法令 R2予算現額

R1その他職員
従事割合

目標設定の考え方・根拠

Ｂ

口座振替率の実績からは、一定の
成果が継続して得られていると考え
られるが、目標値が未達成であっ
た。
今後も収納費用の削減に向け事業
に取り組んでいく。

628千円

R1決算額

①47,063戸

②123,989戸

新規契約者の口座振替割合が低いため、上半
期に新規契約した納付書払いのお客様を対象
に"ところざわの水"紙パックを抽選景品として個
別通知を送付した。結果は、前年度実績より微
増したことから一定の効果はあったと考えられる
が、目標値には達していない。個別通知による
効果を検証しつつ、更に効果的な方法を検討す
る必要がある。73.51%

309千円

R2年度に改善した点

①納入通知書戸数

②口座振替登録戸数

口座振替率
(口座振替収納件数／収納総件数×100)

口座振替率は減少傾向にあるため、R3年度か
らはH29年度の数値(73.51%)まで増加することを
目指す。

上半期の契約者約3,700人に対し、"ところ
ざわの水"紙パックを抽選景品として、個
別通知(申込用紙・返信用封筒)を送付し
た。

新規契約者の口座振替割合を増やすこと
が課題である。令和2年度実施の新規契
約の納付書払いのお客様を対象とした個
別通知に効果が見込まれることから、令和
3年度は、対象件数を増やして実施する予
定である。

74.00%

72.57%

R1目標

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

法定受託事務 法定受託＋附加

H29～ 817千円

831千円

0.10 人

504千円

企
業

R2正規職員
人件費

628千円

SDGsへの貢献
(最大3つ)

所属
名称

経費

投入コスト
会
計

事務事業名称 事業概要（全体）

活動実績(R2)

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど成果

現状の課題
総合
評価

評価
理由

成果指標

R1決算額

R1その他職員
従事割合

臨時職員 0.00 人

非常勤
特別職

0.00 人

0千円

0.62 人

0.00 人臨時職員

会年職員
4,084千円

R1予算現額

R2正規職員
人件費

0.00 人

0.50 人

R2その他職員
従事割合

窓口
サー
ビス
課

実施計画ランク 事業の種別

地方公営企業法・水道法・所沢市水道事業給水条例

R1決算額R1予算現額

自主財源確保促進
事業(長期的債券運
用・未利用地利活
用・旧水道庁舎用地
利活用・検針票広
告)
【水道】

根拠法令 R2予算現額

経営
課

実施計画ランク 事業の種別

期間

事業の目的及び具体的な内容

水道及び下水道の理解を深めてもらうとともに、生活に
欠かせない水が限りある資源であることや形を変えなが
ら陸・海・空を循環していること（水の循環）などを知るこ
とにより、水の大切さに気付き、さらには地球の環境保
全に対する意識を高めてもらうことを目的とし、市内の小
学校に上下水道局職員を派遣し、啓発用パンフレット
「所沢の水道と下水道」等を使用して、上下水道に関す
る出前教室を行う。

H29～

水道事業の資産を有効活用し、自主財源の確保により
経営の活性化を図り、企業経営の健全化に努めるもの
である。
➀長期的債券の購入・運用
➁未利用地の売却・貸付け
③旧水道庁舎用地の貸付け
④検針票を活用した企業等の広告掲載
⑤一般・特別会計に係る基金との共同運用(定期預金)

上下
水道
局総
務課

実施計画ランク 事業の種別

企
業

R1予算現額

5,652千円

1,797千円

0.22 人

H28～

R1正規職員
人件費

指標名 目標設定の考え方・根拠

－

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 30千円 7千円

①実施校数（市内小学校数）

②児童の満足度・理解度

R2年度は新型コロナウイルス感染
対策で6月1日まで学校が閉鎖さ
れ、その後も分割登校などの実施
により、さらに授業の遅れが生じる
ことが見込まれ、出前教室事業実
施への小学校の協力を求めること
が難しいこと、新型コロナウイルス
感染症の収束が見通せないことか
ら、出前教室事業を中止した。

R2年度に改善した点

①より多くの学校で水道・下水道を学習し、それ
に役立ててもらうべく、実施校数を指標とする。
②水道及び下水道への理解度、地球環境保全
への意識向上度を量るため、出前教室を受けた
児童の満足度・理解度を指標とする。

R2年度は新型コロナウイルス感染の影響によ
り、出前教室事業を中止したため。

－

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R3年度は、講師のマスク着用、実験器具
の消毒等の新型コロナウイルス感染症対
策を講じた上で、出前教室事業を実施す
る。

R2目標値が未達成の理由・分析

0.00 人

①出前教室実施校数（令和2年度まで）
②出前教室を受けた児童の満足度・理解度（令
和3年度から）

出前教室実施事業

根拠法令 R2予算現額 R2決算額（見込み）

特になし 30千円

R1実績事業の具体的な内容及び目的

R2実績

R2正規職員
人件費

18校以上 0校

18校

児童の満足度・理解
度各80％以上

R3目標

①0校（32校）

②－

R2目標臨時職員

R1予算現額

11,550千円

R1正規職員
人件費

会年職員 0.00 人

R1目標

0.68 人
非常勤
特別職

0.00 人 15校以上

9,130千円

①取水井の保全

臨時職員 0.00 人

①428万m3

給水
管理
課

実施計画ランク 事業の種別

企
業

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2目標値が未達成の理由・分析

市内３５か所ある井戸は、削井後約４０年
を経過しているものが多く、今後も計画的
に事業を実施し、取水井の保全に努めて
いく。

取水井保全事業

地下水の揚水量

333万㎥1.13 人

水道法

会年職員

目標設定の考え方・根拠

A

渇水時や災害時などの水源として
も活用できるよう、取水井の清掃及
び機能診断を行い、適正揚水量で
運用することができた。

根拠法令 R2予算現額

R2年度に改善した点

渇水時や災害時に活用できるよう、自己水源で
ある取水井戸内部の清掃及び機能診断を行うと
ともに、取水井の機能維持及び水質保全のた
め、適正揚水量で運用する

点検・清掃の結果を、取水井の修繕実施
や堀替え方針の検討に活用した。

R2決算額（見込み）

11,550千円

R1決算額 指標名

R1その他職員
従事割合

R1目標

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 9,592千円

事業の具体的な内容及び目的

428万㎥

R2実績

期間 1.10 人 R3目標

H5～

9,393千円 R2目標

0.00 人

R1実績

非常勤
特別職

0.00 人 350万㎥

R2その他職員
従事割合

350万㎥

350万㎥

R2正規職員
人件費

8,985千円

取水井（35箇所）の清掃及び機能診断を毎年２か所実施
する。取水井の機能維持及び水質保全のため揚水量
10,000㎥/日で運用する。

R1正規職員
人件費

地方公営企業法、地方公共団体の健全化に関する法律
地方自治法第235条の4、地方公営企業法施行令第168条の6
所沢市上下水道局印刷物広告の掲載に関する要綱

1,480千円 579千円

事業の具体的な内容及び目的

財源として収益を確保することを目標とする。

R1その他職員
従事割合

目標達成済

R2年度に改善した点

収益額
※令和２年度から、一般・特別会計に係る基金と
の共同運用による運用益も含めることとした。

未利用地利活用については、立地条件な
どの理由から有効活用が難しく20年以上
売却できなかった南部浄水場関連の土地
を売却できた。
印刷物広告収益については、周知に努め
たことにより応募者が増え、その結果、競
争性が高まり収益が増えた。

R1目標

債券運用、旧水道庁舎用地利活用
及び印刷物広告は、継続して収入
を得ることができ、健全な経営に寄
与した。
未利用地利活用については、大き
な売却益は得られなかったものの、
これまでは必要だった維持管理費
用や荒天時の土のう設置等の対応
が不要になり、また、令和3年度に
売却予定の未利用地の地歴調査
を1年前倒しで実施できた。
一般・特別会計に係る基金との共
同運用については、平成30年度末
から延べ3箇年度に渡る運用とした
ことで、大きな運用益を得ることが
できた。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2目標値が未達成の理由・分析

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 6,944千円 6,927千円

企
業

5,153千円

期間
0.00 人

11,830千円

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

目標設定の考え方・根拠

A

債券運用については、金利動向を注視し、
年利0.55%以上の財投機関債(社会貢献
債、環境債)が発行されれば購入する。
未利用地については、残り2件について1
件の売却と1件の貸付の実現を目指す。
印刷物広告については、今後も引き続き
周知に努め、競争性の向上を図る。

R1実績

17,648千円

R2実績

12,700千円

どのように貢献したか

印刷物広告の周知を図り、
自主財源の確保に努めた

指標名

R3目標

事業自体が
貢献する
項目

①721千円
②23千円
③10,320千円
④182千円
⑤1,454千円

R2目標

①債券運用益
②未利用地利活用売却益
③旧水道庁舎用地利活用貸
付料
④検針票広告収益
⑤定期預金運用益

10,740千円

11,270千円

非常勤
特別職

R2決算額（見込み）
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SDGsへの貢献
(最大3つ)

所属
名称

経費

投入コスト
会
計

事務事業名称 事業概要（全体）

活動実績(R2)

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど成果

現状の課題
総合
評価

評価
理由

成果指標

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

事業自体が
貢献する
項目

項目名

■ □ □

実績

評価者

経営課長　田島　幸雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

水道建設担当参事　　松山　　幹明

項目名

■ □ □

実績

評価者

給水管理課長　村田　孝之

項目名

■ □ □

実績

評価者

給水管理課長　村田孝之

会年職員

会年職員

0.00 人

0.00 人

0.00 人

９．産業と技
術革新の基
盤を作ろう

どのように貢献したか

水道水の安全で安定な供
給を行った。

６．安全な水
とトイレを世

界中に

１３．気候変
動に具体的
な対策を

１１．住み続
けられるまち

づくりを

９．産業と技
術革新の基
盤を作ろう

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

災害時の安定給水に寄与
している

どのように貢献したか

年２回発行し、水道水の安
全性について、紹介した。

４．質の高い
教育をみん

なに

１０．人や国
の不平等を

なくそう

どのように貢献したか

施設の適切な管理で、水
道水の安全性と安定供給
を行っている

６．安全な水
とトイレを世

界中に

１３．気候変
動に具体的
な対策を

１１．住み続
けられるまち

づくりを

６．安全な水
とトイレを世

界中に

１３．気候変
動に具体的
な対策を

指標名

R1その他職員
従事割合

R1決算額

3,315千円

2回

R1予算現額

①発行回数

会年職員 0.00 人

R1正規職員
人件費

水道
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

企
業

（目的）市内全域に安定的に水を供給するとともに災害
に強い施設とするため、老朽管の更新を実施している。
（内容）老朽化が進んでいる水道管について、耐久性の
あるダグタイル鋳鉄管に更新すること及び配水本管の
未整備路線について、耐久性のあるダクタイル鋳鉄管を
新たに布設する。

水道管整備事業

最優先 自治事務

目標設定の考え方・根拠

R2決算額（見込み）

水道法、所沢市水道事業給水条例 4,118,500千円 3,255,576千円

①配水管の更新延長

②配水管の布設延長

整備された配水管延長

R2目標値が未達成の理由・分析

布設及び更新延長の合計（単年度）根拠法令

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2目標

R1目標

R2年度は市内の耐震化率を考慮し、全体
的にバランスの取れた更新工事を計画し
た。
R1度に、２７２１.1ｍが未達成となっていた
が、Ｒ２度は２６２７．４ｍを取り戻した。

A

R2年度は目標年間距離を十分達
成している。

R2年度に改善した点

18,000m 15,278.9m

R1実績

R2実績

17.00 人
非常勤
特別職

①18,755.0m

②  1,872.4m

会年職員

0.00 人

141,304千円 0.00 人臨時職員

法定受託事務 法定受託＋附加 3,289,517千円 2,737,334千円

R2予算現額

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

事業量や難易度に対応できるよう適正な
人員の配置、職員の育成、工法の検討等
を図り、計画に遅れが生じないように事業
を実施していく。

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

18,000m 20,627.4m

目標値である「157,600ｍ」は10年間の布設・更
新延長の目標となる。R2度は目標距離
「18,000m」に対して、施工実績が「20,627.4ｍ」で
あるため目標を達成している。

138,856千円 16,600m

17.00 人 R3目標

期間

給水
管理
課

実施計画ランク 事業の種別

企
業

水道法、水道施設の技術的基準を定める省令

法定受託事務 法定受託＋附加

H21～

Ｈ２３～

最優先

期間

浄水場整備事業（耐
震補強事業）

根拠法令

自治事務

事業の具体的な内容及び目的
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

495,344千円

配水池等（13池・総有効水量92,000㎥）の耐震診断を順
次行い、その結果に基づき耐震補強設計及び耐震補強
工事を実施し、耐震化する。

非常勤
特別職

0.00 人

1.45 人

R2その他職員
従事割合

40,729千円

11,844千円

314,858千円

目標設定の考え方・根拠R1予算現額 R1決算額

219,370千円
①耐震補強工事
（第一浄水場浄水池）

②耐震補強工事
（西部浄水場配水池2号）

配水池の耐震化率
（耐震対策の施された配水池の有効容量÷対象
配水池等の有効容量）×100

R1目標

291,170千円

R2予算現額

A

R2決算額（見込み）

R1実績

R2目標 R2実績臨時職員 0.00 人

①1池

②1池

指標名

R3目標

令和３年度の西部浄水場の配水池2号の
工事完了で、配水池の耐震化に一定の目
途がつくことから、浄水場施設全体の耐震
化として着水井の耐震化に着手する。

R2目標値が未達成の理由・分析

西部浄水場配水池2号の耐震補強工事は、令和
2年度における単年度工事の計画から、令和3
年度までの2か年の継続事業に変更したことに
よるものである。

９．産業と技
術革新の基
盤を作ろう

安全な水の安定供給と災害に強い
ライフラインを構築するため、2か年
計画で行われていた第一浄水場浄
水池の耐震工事が完了し、成果を
上げた。

R2年度に改善した点

耐震化を進めることが当該事業の目的となって
いるため、耐震化率を指標とする。

第一浄水場浄水池の耐震補強工事に追
加した防水加工により、施設の延命を図る
ことが出来た。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

71.7% 76.1%

R2目標

93.5% 87.0%

95.1%

R1目標

4,511千円

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

0.00 人

R2目標値が未達成の理由・分析

R3年度は発行頁数を８頁に戻し、１１月実
施の「マンホールサミット」を特集する。加
えて効果的な周知のため、夏号発行を８月
からイベント直前の１０月に変更する。
また、「トコろん」の４コマ漫画に登場する
「所沢しずく」を局マスコットキャラクターとし
て活用するため、著作権の取得を行う。

目標達成済
①2回

2回

2回

0.00 人

R2予算現額

0.54 人

R2年度に改善した点

A

目標設定の考え方・根拠

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、
委託業者との調整が困難なことから、8月
に発行する夏号は掲載内容を縮小し、発
行ページ数を半減の４頁とした。

8月発行は、所沢の水道クイズと調整池の役割
を中心に、１２月発行は、イルミネーションマン
ホールと決算のお知らせを中心にした情報を利
用者に提供するため、年に2回の発行を目標とし
た。

広報紙の発行回数

「読んで得する・知って得する」をコ
ンセプトに令和元年度に発行した
広報紙は、わかりやすく上下水道
事業を知っていただく契機となっ
た。
市のイメージマスコットである「トコ
ろん」の４コマ漫画の連載により、
親しみやすい紙面とすることがで
き、また、多くの利用者から、反響
を頂き、積極的な広報活動に理解
を得ることができた。

R1実績

R1決算額

2回

2回
R2その他職員
従事割合

R2実績

指標名

R3目標

-

法定受託＋附加

4,488千円上下水道事業の経営状況や施策事業の取組等に関す
る幅広い情報について、積極的な広報活動を行うことに
より、利用者の理解と協力が得られるように「事業の見
える化」に努め、公営企業として経営健全化等を図るも
のである。

R2決算額（見込み）

0.50 人

3,394千円

非常勤
特別職

R2正規職員
人件費

企
業

実施計画ランク

優先

イメージアップ事業
（ところざわ水物語
発行）【水道】

期間

R1～

経営
課

給水
管理
課

実施計画ランク 事業の種別

企
業

R1予算現額

20,124千円

R1正規職員
人件費

15,793千円

期間

R2年度に改善した点

浄水場施設・設備更
新事業

目標設定の考え方・根拠

A

適正な運用環境の確保等を勘案
し、使用期間20年間を目安とし監視
制御装置の更新に向け、委託発注
し予防保全型維持管理に努めた。

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

目標達成済

R2目標値が未達成の理由・分析

R1決算額 指標名

水道法、水道施設の技術的基準を定める省令 0千円 0千円

事業の目的及び具体的な内容

所沢市水道事業経営計画に基づき計画的に更
新工事を行い、設計業務委託完了及び更新工
事完了を指標とする。

R2予算現額 R2決算額（見込み）
R2年度に受注者の工場内において機器の
製作を行う段階のため、改善点は無い。

0.00 人 1か所 1か所

R2実績

1か所

R3目標

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

浄水場施設・設備全般について、計画的
に点検や消耗部品の交換など実施し、予
防保全型維持管理に努め、設備の延命化
を図る。

1か所

R1その他職員
従事割合

R1目標 R1実績

0.00 人

R2その他職員
従事割合

R2目標

1か所
R2正規職員
人件費

所沢市水道事業中期経営計画等に基づき浄水場監視
制御装置の更新工事を実施する。
令和元年度から令和３年度にかけて、東部浄水場監視
制御更新工事を行う。

1.90 人
非常勤
特別職

0.89 人

臨時職員

Ｈ２３～ 7,270千円

事業の種別

法定受託事務

R2正規職員
人件費

①１か所

①更新機器の製作
（東部浄水場監視制御装置）

根拠法令

4.90 人

4,084千円

18,590千円

3,314千円

R1予算現額

自治事務

臨時職員

事業の目的及び具体的な内容

根拠法令

浄水場監視制御装置の更新工事実施か所


